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富山市定例市長記者会見（令和８年４月１６日）

■令和８年度の富山市職員採用について

【市長】

令和８年度に実施する富山市職員採用試験でありますが、近年、少子化

の進行に伴う若年層の減少に加え、民間企業の採用活動の活発化に伴いま

して、技術職だけではなく、行政職についても人材の確保が非常に難しい

状況が続いております。

ここ数年の申込倍率は、スライドにお示ししたとおり、行政職につきま

しては、年々減少傾向にあり、技術職についても２倍以下の低い倍率で推

移をしております。

こうした中にあっても、本市行政を担う人材を確保していくためには、

これまで以上に採用活動を強化していく必要があるものと考え、令和８年

度は、従来の試験に加えまして、新たな取組も交えて採用試験を実施する

ことといたしました。

まずは、民間企業や他の自治体の採用活動が非常に早期化しております

ことを踏まえまして、従来の６月からの日程で実施する上級試験に加えま

して、「先行実施枠」を新設いたしました。

すでに申し込みは終了しておりますが、行政について申し上げますと、

受験倍率も５．２倍となったところであります。

単純に比較をするということはできませんが、例年６月に実施している

採用試験と比較させていただきますと、行政で申込倍率が５倍を超えたの

は、令和４年度の５．８倍以来となります。

また、今年度は、「社会人経験者枠」についても拡充いたします。

この試験は、これまで９月に実施していたものを、６月に実施するＡ日

程と、９月に実施するＢ日程の、計２回実施いたします。

さらに、これまでは２週間程度であった申込み期間を、Ａ日程、Ｂ日程

とも２ヶ月以上とすることで、ゆとりを持って受験を申し込むことができ

るようにしました。
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このことによりまして、これまで以上に受験機会の拡大、志望者の増加

につながるものと期待しております。

試験の内容といたしましては、「先行実施枠」と同様、筆記試験として、

「ＳＰＩ３検査」を採用しており、全国各地のテストセンターでの受験が

可能なものとなります。

なお、Ａ日程につきましては、５月２２日 金曜日まで募集を受け付け

ておりますので、詳細につきましては、富山市ホームページの職員採用案

内をご確認いただきたいと思います。

次に、「従来実施している６月試験」についてご説明いたします。

今年度は、試験日を６月２１日 日曜日としております。

試験会場は、富山大学五福キャンパスで行う「富山会場」に加えまして、

行政職、土木職、建築職につきましては、受験者の利便性を確保するため、

昨年度と同様に県外に会場を設けまして、東京会場と京都会場で実施いた

します。

詳しくは４月２０日 月曜日に受験案内を公表いたしますので、そちら

でご確認をいただければと思います。

なお先ほどご説明した「先行実施枠」は、６月に実施する試験や「社会

人経験者枠」との併願も可能な試験となっております。

市町村は、住民に最も身近な基礎自治体であります。

そして、その業務は、フェイス・トゥ・フェイスでの市民サービスを基

本としておりまして、市民の安全・安心な暮らしに直結したまちづくりに

貢献できる、大変やりがいのある仕事であると考えております。

公務員の仕事に興味をお持ちの方は、ぜひ、富山市職員として、市民の

幸せに寄り添いながら、我々と一緒に「幸せ日本一とやま」の実現に向け

て、働いていただきたいと考えております。

意欲と情熱にあふれる多くの皆さんが、本市の採用試験を受けていただ

くことを期待しております。
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====================================================================

■質疑応答

【記者】

今年度、富山港線のＬＲＴ化２０周年となりました。

ＬＲＴ化による経済効果をどう評価しているか、市長のお考えと、それ

から効果を示す具体的な指標や数字があれば教えてください。

【市長】

おかげさまで富山港線は、平成１８年４月にコンパクトなまちづくりの

リーディングプロジェクトとして、全国初の本格的なＬＲＴとして、開業

いたしました。

低床車両の導入や運行ダイヤの改善といったサービスレベルの大幅な向

上と沿線のまちづくりを一体的に進めてまいりました。

このことが功を奏しまして、１日当たりの利用者数が、平日は開業前の

約２倍、休日は約３倍と大幅に増加し、今日に至るまで「市民の足」とし

て多くの皆さんにご利用いただいております。

このＬＲＴの開業に伴い、様々な面での効果が現れていると認識してお

ります。

例えば、岩瀬地区にあります「森家」の観覧者数は、開業後は開業前の

約３倍となっております。（開業年度である平成１８年度は）年間５万人の

入場者を超えてきているというところであります。

また、開業後の年代別の利用者数の変化を見ますと、特に、６０代以上

の平日利用者数が、開業前の約３．５倍に増加しておりますことから、Ｌ

ＲＴの開業が高齢者の方々の外出機会の創出につながっていると、大きく

寄与したものと認識しております。

さらに開業から２０年が経つ現在でも、国内外から年間４００件以上の

行政視察等を受け入れておりまして、シティプロモーションの効果も絶大

なものがあったと感じております。

このことから、ＬＲＴの開業は、「経済」だけにとどまらず、「市民のラ
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イフスタイル」にも大きな変化をもたらしまして、沿線は居住地として選

択される「魅力あるまち」となるなど、本市にとって大きな効果をもたら

した財産であると考えております。

今後は、コンパクトなまちづくりのさらなる深化を図るとともに、将来

の世代に責任が持てる「持続可能な都市経営の実現」に取り組んでまいり

たいと思っております。

なお、この富山港線沿線でも、人口の集中が進みましたが、空き家、空

き地、未利用地の増加が顕在化しておりますので、このようなことを、ど

のように都市のアセット、資産として再利用していくかと。再活用してい

くことによって、次の世代にまちをつなげていくかということは、１つの

課題であろうと考えております。

====================================================================

【記者】

ＬＲＴ化２０年に関連して、追加でお聞きします。

私どもは駅北に位置する会社で、私個人としてもフィーダーバス沿線に

住んでいまして、その町の変化と言いますか、そういったものを逐一見さ

せていただきました。

２００６年の開業時とは大分変わってきたのかなと思っております。

一方で２０年経つと、課題めいたものもあるのかと私自身思っていまし

て、私が取材も含めて感じたことを３つ挙げさせていただきます。

１つは、フィーダーバスが特に今年からは浜黒崎小学校が古志はるかぜ

学園になったことで、そこへの通学需要ということも新たに出てきて、よ

り重要な水橋方面、四方方面もあると思うのですが、地鉄のバスで、これ

は全国的な傾向ですが、バス運転手不足に起因するダイヤの変更がここ数

年ありまして、特に夜間の終バスへの接続が、私の家で言うと１時間早く

なってしまいまして、２２時１５分まで駅に行けばよかったのが２１時１

５分になってしまったと。夜飲みに行くのが早く帰らなければならなくな

ってということもあったりして、なかなかその沿線からは（終バス時間が）

早くなってしまったねという声も、ダイヤが変わってしまったねという声
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もあります。

こういった背骨の部分のライトレールだけではなく、横への繋がりとい

う部分で大切なフィーダーバスというものの問題点をどう認識していて、

今後どうしていけばいいのかということについてお考えがあればお聞かせ

ください。

２つ目が、同じく今の横への繋がりという部分で、パークアンドライド

駐車場の整備というものも、開業当初、蓮町駅近くに１箇所整備された部

分と、あとは大阪屋ショップ粟島店が、企業の努力として粟島店の駐車場

スペースを今もやっているかどうか不明ですが、お貸ししてあったり、ま

た、私どもの会社が毎年夏にイベントするときに、富山競輪場の駐車場を

お借りして、パークアンドライドをやるということもやっています。

このことをなぜ取り上げたかというと、今後、不二越上滝線を再整備す

るにあたって、このパークアンドライド施策というのは、１つ大きな鍵に

なるのではと思っています。

先進地で言えば、福井の福井鉄道や越前鉄道沿線では、かなり大規模な

パークアンドライド駐車場を整備して、鉄道線沿線から少しはみ出したと

ころからも集客できるように、利用できるようにしていると、そういった

ものを今後の充実策と言いますか、ライトレールの部分の経験を生かして、

不二越上滝線にどう生かしていくか、フィードバックしていくかというこ

ともあると思うので、お考えがあればお聞かせください。

最後３点目として、すっかりまちのイメージリーダーとなった車両、電

車そのもののことなのですが、先般万葉線から、赤色の低床車両を全部入

れ替えますとびっくりするような発表がありました。

赤色の低床車両というのは、２００３年から２００９年にかけて６編成

増備されたもので、それを入れ替えると。

ライトレールとセントラムの部分もそうなのですが、同じようなドイツ

のメーカーのライセンス生産によって作られた車両だと思うのですが、万

葉線から遅れること数年で増備したものが１車両だけ銀色が２０１９年だ

ったかと思うのですが、万葉線がそのような決断をして、私も地鉄の技術

陣を取材した中で、海外製の部品がなかなか調達が難しいという悩みもあ

るということもお聞きしております。
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とはいえ、ライトレールやセントラムの低床車両が、まちのイメージリ

ーダーとして、しっかり富山市民もはじめ、全国の鉄道ファンにも認識さ

れている中で、今後、万葉線がそのような決断をした中で、どういうふう

にしていけばいいのかと。もちろん富山市だけではなく、地鉄との話し合

いもあると思うのですが、お考えがあればお聞かせください。

【市長】

まずは、フィーダーバスがドライバー不足によって、それがダイヤに影

響を与えて（終バスが）１時間早くなったと、乗り継ぎも含めてですね。

そのような利便性が落ちているというお話を聞きました。

今おっしゃった以外でも、最終便が早くなったという市民の声も聞いて

おりますが、まさに一番はドライバー不足でありますので、ここのところ

は、例えば「日本一幸せな移住プロジェクト」というものを今回展開しま

して、例えば首都圏から富山にドライバーとして移住していただくときは、

そのドライバーに対して、生活と言いますか、こちらにお住まいになる支

援金を支給するですとか、これは県も市もそうなのですが、地鉄と協力し

てドライバーの養成と言いますか、ＰＲ活動も含めて、ドライバーにぜひ

なってみたいという方を増やしていこうという取組もしておりますので、

そこら辺は地道に絶対必要な部分ですので、ドライバーを確保していかな

いと思うようなダイヤを組めないということですので、まずはドライバー

不足を解消する方向に向けて、これからも地鉄や富山県と協力しながらド

ライバー不足に取り組んでまいりたいと考えています。

また、パークアンドライドが１つの有効な方法だということは、まさに

その通りだと思っていますので、今の富山港線沿線でも、蓮町の例や粟島

の大阪屋ショップのご協力の例など示していただきましたが、私もその利

用状況を見ておりまして、確かに効果があるんですよね。

使われる方はその時 1 回ではなくて、ほぼ毎日と言いますか、会社に務

められたりということで定量的に使われるというか、コンスタントに使わ

れる方が多いので、これから公共交通沿線だけではなく、少し離れたとこ

ろの方々にも利用を促進するためには、パークアンドライドをしっかり位

置付けて、今現在もやっておりますが、進めていきたいと思っています。



7

富山港線の他にも、ＪＲ高山本線なども含めてその促進をしております

ので、今度、不二越上滝線を鉄道事業再構築事業でやろうということをし

ておりますが、その中でもパークアンドライドというのは利用者の利便性

を高める促進策の１つに位置付けておりますので、これをご指摘の通りし

っかり進めてまいりたいと思っています。

３つ目は車両ですね。これはなかなか難しいのですが、今おっしゃるよ

うに、ドイツのライセンスで技術提携を受けて新潟トランシスで作った車

両だと思うのですが、これがかなり老朽化しているというか、要は開業当

時から使っているものが結構ありますので、今は部品交換で対応するとい

う体制でやっておりますが、これはできるだけあまり痛む前に入れ替えて

いくということも１つの方法でありますが、今現在の車両が定着している

ものですから、できるだけ地鉄との話し合いの中ですが、話し合いをして

コンセンサスを得た上で、部品交換や長寿命化を図りながら大切に使って

まいりたいと思っています。

もちろん、入れ替えもきちんと計画はしていくような時期にはなってき

ているということは認識しております。

====================================================================

【記者】

職員採用についてお伺いします。確認ですが、試験日の６月実施につい

て、６月２１日というのは、この４月２０日に詳細を発表するというお話

しだったかと思いますが、今回今日の記者会見で試験日を発表したという

認識でよろしいでしょうか。

【市長】

（試験日については、３月に公表しておりますが、）今回改めて周知させ

ていただいたところであります。

====================================================================

【記者】

先行実施枠はかなり高倍率のように見えるのですが、そのことに対する
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受け止めと、行政については令和５年、令和６年、令和７年と少しずつ倍

率が落ちているようにも見えるのですが、そのことに対しての受け止め、

また、技術職で低倍率が続いてることに対して、前回の会見では新しい制

服などいろいろされていると思うのですが、これからやっていきたいこと

など、その３点をお聞かせください。

【市長】

年々、（倍率が）下がってきているということは事実なので、例えば今の

ように早期に実施する試験を取り入れるなど、まずは試験方法をいくつか

分けたり、試験会場をいくつかに分けたり、ＳＰＩ３の試験を採用したり

して、全国どこででも受けることができたりするということが大事なのだ

ろうなと思っています。

（倍率が）下がってきている原因の１つは、そもそも、その年に大学を

卒業するですとか、高校を卒業するという新卒者の数が減っていますので、

そのような影響もかなりあるのではないかと思っています。

今回、行政職や建築職、土木職といった、いわゆる技術職を充実させる

ために、社会人採用枠を複数回実施したり、社会人ですからなかなか受験

する日が合わないということはありますので、申し込み期間にも余裕を持

たせたり、様々な工夫をしてると思うのですが、引き続きしっかりと取り

組んでいきたいと思っています。

先行実施枠の効果は、申し込みの状況を見るとやはりあるのだろうと思

っています。

行政で富山市役所は今回初めて（先行実施枠を）やりましたが、民間の

企業はもっともっと早く内定を出していますので、やはり今はこのような

成長期に入った経済でありますので、民間企業は積極的に給料も上げてい

ますし、採用も早めていますし、我々もそこと呼応するために、早く選考

試験を実施するですとか、そういったことを充実させていくということが

大事なんだろうなと思っています。

====================================================================
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【記者】

職員採用について、技術職がインフラの整備などで重要になってくる中

で、富山市だけではないと思うのですが、なかなか確保が難しいというこ

とで、その背景にはどういうことがあるとお考えでしょうか。

【市長】

一番はやはり新卒者の数が減ってきているということがあると思うので

す。

もう１つは、やはり理系離れというか、そもそも理系の方向に進んでい

く学生が少なくなってきているということもあると思うのです。

また、もう１つは民間の給料ですよね。技術職の給料は結構いいですか

ら、そういったところと比較されるということもあると思いますし、なか

なかこの役所の技術職の仕事の魅力を我々も伝えきってないところもある

と思うのですが、しっかり社会インフラ、公共インフラの維持管理、長寿

命化だとか、現場管理もありますが、そのようなことをやっていくような

技術職になっていきますので、その魅力を伝えて、しっかり技術職が安心

して入庁できるように、これからも心がけていきたいと感じております。

加えて、ガールズデーです。

女性に理系の仕事の、技術系の仕事の魅力を知っていただくガールズデ

ーというものを今年度開催します。これは、ドイツは技術職を育てていか

なければならないと、そのようなことをやっているのですが、ドイツのガ

ールズデーに倣いまして、富山市でも女性に理系の魅力を知っていただく

と、これは子供たちに向けてだと思うのですが、そういうものも開催いた

します。ちなみに、女性の児童生徒が対象になると思うのですが、男性の

児童生徒も受け入れ可能なものもあります。そのような取組をやります。

====================================================================

【記者】

不二越上滝線については、今年度秋ぐらいをめどに国に申請するとこれ

までもおっしゃっています。
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検討委員会を設置するという予算にも入れていましたが、今後の細かい

スケジュールで決まっていることがあれば、こういう流れで国の申請まで

持っていくというようなものが今あれば、お聞かせください。

【市長】

まずそもそも、不二越上滝線のところだけを言いますと、もうこの秋に

申請をという目標を立てて、立山町も地鉄も県も、私ども富山市もその方

向だということで一致しておりますので、これは今細部を詰めている最中

でありますので、詳しくは担当課に聞いていただければと思います。

====================================================================

【記者】

先日の黒部市長選で上坂さんが当選されました。

この地鉄の議論でも、黒部市ともいろいろ連携していく必要があると思う

のですが、上坂次期市長に期待することと、どのように連携していきたい

かお聞かせください。

【市長】

上坂さん、当選されまして本当におめでとうございましたと祝意を表し

たいと思います。

上坂さんは県の土木部の次長をされていたので、公共インフラですとか、

行政経験も長いですし、非常にそこら辺は我々にとっても心強いなと思っ

ています。

武隈市長が地鉄本線に関してはしっかりとご意見も述べられていました

ので、あのお二方の地鉄に対する政策はほとんど近いのではないかと感じ

ておりましたので、しっかりとまた市民の皆さんの声を聞いて、我々も本

線の仲間ですので、議論を深めてまいりたいと思っています。手腕に期待

しております。

====================================================================
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【記者】

中東情勢に関連してなのですが、今の他県の自治体の中でも、一部報道

によれば、栃木県の方でも重油の入札が不調になってるというお話があり

ました。

今、富山市の事業の中で、例えば資材の供給が難しくなっているですと

か、入札が不調になっている事案がもし上がっていればお聞かせください。

【市長】

私が事業所の方から直接聞いた話というのは、やはりシンナー類ですね、

塗装。これがニュースでも取り上げられていましたが、直接聞いて、建設

関係者の塗装の部分が、例えば壁を塗る塗装がなかなか、今のところまだ

切れていないですが、入ってきにくくなると言っておられましたし、自動

車ですよね、自動車も塗装してありますので、自動車の塗装に影響するの

ではないかというディーラーもいらっしゃいましたし、いずれにしても、

これからナフサも含めてであると思いますが、原油がなかなか入りにくい

状況の中で、影響がたくさん広がっていくのではないかと思っています。

今、富山市として、何か影響があるかということを各部局で情報収集し

ていると思いますが、上下水道局からいただいた報告を１例として紹介し

ますと、今現在のところは局の事業には影響は出ていないですが、例えば

流杉浄水場や浜黒崎浄化センターなどで、原水の消毒や汚泥処理の過程で

薬品を使うわけです。その薬品が、ポリ塩化アルミニウムなどだそうです

が、これは石油由来のナフサを原料としているということもありますので、

もし中東情勢が長期化した場合には、一定の影響が出かねないと危惧して

いるという報告は上がっています。

調達が困難となったらどうするのかと聞くと、それは絶対にあってはな

らないので、例えば代替品を今から探しておくですとか、現在取引のある

メーカーにしっかりと公的な汚泥や汚水の処理施設の分は優先的に確保し

てくれということをお願いするですとか、そういったことはもうアクショ

ンとして上下水道局では起こしているという報告は受けています。

他の部局はまだ上がってきていないので、おいおい上がってくると思い
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ます。

====================================================================

【記者】

今回の情勢に関して、県の方で中小企業を対象にアンケートをされてい

るようなのですが、富山市独自で、例えば医薬品業界に聞き取りをしたり

ですとか、支援策として何か検討されているものがあればお聞かせくださ

い。

【市長】

県のアンケートは知事の記者発表で知りましたが、今のところまずその

ようなアクションは起こしていないところであります。ですが、確かにあ

のようなことは必要だなとも思いますので、部局と相談してみたいと思い

ます。

支援策につきましては、やはり今後の動向を見ながら、国や県と一緒に、

市だけで何かできるというレベルのものではありませんので、そこはしっ

かり国、県と相談しながら進めてまいりたいと思います。

もちろん何か必要なことがあれば、しっかりと対応したいという気持ち

は十分あります。

====================================================================

【記者】

ＪＲ高山本線で、杉原～猪谷間で３月１８日から線路トラブルのために

運転見合わせとなっています。ＪＲ側は再開まで２ヶ月以上かかると今の

見込みを示していますので、５月の大型連休には間に合わないことは確実

なのですが、特急ひだも富山～高山間で止まっていますので、インバウン

ドを含めた観光客の市内の入り込みにも影響が出るのではないかと考えて

おります。

この３月から４月の春休み期間、運転見合わせの影響や、何かそのこと

について市はＪＲなどから報告を受けているのかということを確認させて
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ください。また、今後５月に大型連休がありますので、今後の連休も含め

た影響をどう見通してらっしゃるのかお聞かせください。

【市長】

私のところには直接担当課からは、ＪＲからこのような報告を受けてい

るということは上がってきていませんが、ＪＲ西日本、ＪＲ東海とはしっ

かり連絡を取りながら、工事の進捗状況を注視していきたいと思っていま

す。

特急ひだ号に関して、今現在までの観光客はやはり影響があるでしょう

ね。しっかりした数字は把握していないですが、富山市、金沢市、福井市

を含めて北陸全体に対してやはり影響が出てくるのではないかと思ってい

ます。今後、また、影響が出るでしょうね。ですから一刻も早く開通する

ように、しっかりと、これは見守るしかないのですが、注視をしていきた

いと思っています。

====================================================================

【記者】

昨日立山黒部アルペンルートが全線開通して、非常に喜ばしいニュース

であります。大型連休のにぎわいも当然期待できるというところなのです

が、一方で観光庁のデータによると、１月の県内の外国人宿泊者数が前年

よりも３５％ほど減っていまして、特に中国は７３％ほど減っています。

これが要因ということは難しいと思うのですが、中国は訪日自粛勧告を

していますので、その影響もあるかと思います。

また、富山空港では１０月まで運休が決まっています大連便や上海便も、

早期再開をまだ見通せない中なので、このような中で、ニューヨーク・タ

イムズの選定も去年あった中で、この持続的な観光客の増加につなげると

これまでもおっしゃってこられた市長としては、今後、今の今年の手応え

をどう感じてらっしゃるのかお聞かせください
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【市長】

今の１月の数字もありますが、やはり中国の観光客の減というのは非常

に大きい痛手だなと、影響したなと思っています。

これに関してはもう一刻も早く、以前のように観光客の皆さんは自分の

意思で訪日できるように正常化していくということをやはり願っているわ

けであります。

その他の国々からは多少増えていますので、それなりには観光客の方は

富山にも宿泊したり周遊したりしてもらっていますので、（富山に）来られ

る観光客の皆さんをしっかり対応するということは第一でありますし、中

国ももちろん来ていただきたいですが、それ以外のところにＰＲをしっか

りしていくということが大事だと思っています。

※発言内容を一部整理して掲載しています。・・・富山市広報課


